令和元年度第１回
大阪府市公立大学法人大阪評価委員会

議事要旨
１　日時　令和元年７月８日（月）午後１時～

２　場所　大阪市立大学（杉本キャンパス）学術情報総合センター 10階会議室
３　出席委員　馬場委員長、髙嶋委員、田辺委員、戸部委員、眞下委員

４　議事内容
（１）公立大学法人大阪府立大学平成30年度業務実績及び第三期中期目標期間業務実績に係
る評価について
· 事務局より今年度は前年度の業務実績に関する評価に加え、法人統合により第三期中期目標期間が平成31年3月末をもって終了したことから、第三期中期目標期間に係る業務実績評価の審議も合わせて行う旨の説明があった。
· 法人から、資料１－１から１－10に基づき平成30年度業務実績等について報告が行われた後、質疑応答、小項目評価についての審議が行われた。
· また、資料２－１から２－２に基づき第三期中期目標期間業務実績等について報告が行われた後、質疑応答、審議が行われた。
　　＜主な意見＞
· 高専の公開講座及び出前授業は、目標を達成しており、特に出前授業の出席者は、目標150名に対して実績1651名など、大きく上回っており、小項目はⅣ評価でも良いのではないか。
· 教員業績評価制度の自己評価結果の理由として「評価が完了しなかった」との記載内容では、「教員評価をしていない」というように見える。実際には、一次評価等を実施したものの、インセンティブの付与まで至らなかったということであれば、「評価はしている」ということが分かるように記載すること。
· 「コンプライアンス・リスクマネジメントの強化」の項目において、出題ミス発生後に迅速な対応を行い、影響を最小限に留めたという点については、
1 対応を適切に行ったものの、入試ミスの再発防止の取組みについて出題ミスが発生していることから、小項目はⅣ評価をⅢ評価とすべきではないか。
2 リスクマネジメントという観点から、小項目はⅣ評価でも良いという考え方もある。
との意見があった。

· 第３期中期目標期間の実績報告書の「今後の取組み」という項目に、新法人における今後の取組を記載しているが、消滅法人の実績報告書に新法人に関する事項をどこまで記載するか検討が必要ではないか。記載するのであれば、新法人の中期計画と齟齬が無いようにすべき。
以上
府大分








